
　
江
戸
時
代
後
半
か
ら
明
治
時
代
中
期

に
か
け
て
栄
え
た
福
岡
河
岸
の
3
軒
の

回
漕
問
屋
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る

福
田
屋（
旧
星
野
家
）の
土
地
・
建
物
を

市
に
寄
付
い
た
だ
き
、
明
治
時
代
中
頃

の
船
問
屋
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

　
郷
土
の
歴
史
と
地
域
の
文
化
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
平

成
8（
1
9
9
6
）年
11
月
3
日
、
福
岡

河
岸
記
念
館
と
し
て
開
館
し
、
主
屋
・

離
れ
・
文
庫
蔵
・
塀
・
石
垣
は
、
県
が

指
定
す
る
景
観
重
要
建
造
物
に
初
め
て

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

お
よ
そ
３
０
０
年
も
の
間
、
江
戸
と
川
越
を
結
ぶ
水
路
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
新
河
岸
川
。
回
漕
問
屋「
福
田
屋
」の
歴
史
を
通
し
て
、
舟

運
と
郷
土
の
歴
史
を
福
岡
河
岸
記
念
館
で
た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

福
岡
河
岸
の
歴
史

　
福
岡
河
岸
は
、
対
岸
の
古
市
場
河
岸

の
繁
栄
を
背
景
に
、享
保
18（
1
7
3
3
）

年
頃
か
ら
、
福
岡
村
の
人
々
が
農
業
の

か
た
わ
ら
回
漕
業
を
営
ん
だ
の
が
始
ま

り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
江

戸
屋
・
吉
野
屋
・
福
田
屋
の
3
軒
の
問

屋
が
江
戸
幕
府
か
ら
公
認
さ
れ
、
福
岡

河
岸
で
の
舟
運
が
本
格
化
し
ま
し
た
。

新
河
岸
川
は
、「
九
十
九
曲
り
ゃ 

あ
だ

で
は
越
せ
ぬ 

通
い
船
路
の 

三
十
里
」

と
舟
唄
に
歌
わ
れ
る
ほ
ど
曲
が
り
く
ね
っ

て
お
り
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
流
れ
で
水
量

を
保
ち
、
舟
運
に
適
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
の
船
問
屋
は
、
船
で
荷
物
を

運
ぶ
回
漕
業
の
他
、農
家
に
肥
料
を
売
っ

て
、
そ
の
代
価
と
し
て
農
産
物
を
受
け

取
り
、
江
戸
に
回
漕
す
る
仲
買
商
も
兼

ね
て
い
ま
し
た
。
次
第
に
取
り
扱
う
荷

物
の
種
類
、
数
量
と
も
に
増
加
し
、
客

旅
輸
送
を
主
と
し
た
早は

や
ふ
ね船
と
呼
ば
れ
る

船
も
登
場
し
、
江
戸
末
期
に
は
舟
運
の

最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

　

明
治
期
に
入
る
と
、
対
岸
の
古

市
場
河
岸
と
と
も
に
ひ
と
つ
の
街

並
み
を
形
成
し
、
道
の
両
脇
に

は
足
袋
屋
・
鍛
冶
屋
・
桶
屋
な

ど
の
職
人
の
他
、
荒
物
屋
や
う
ど
ん
屋

な
ど
、
近
隣
農
村
に
住
む
人
々
相
手
の

店
が
軒
を
連
ね
、
両
河
岸
一
体
と
な
っ

た
街
並
み
が
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　
明
治
28（
1
8
9
5
）年
、
国
分
寺
・

川
越
間
を
結
ぶ
川
越
鉄
道（
現
西
武
国

分
寺
線
と
新
宿
線
の
一
部
）が
開
通
す

る
と
、
船
問
屋
は
回
漕
業
を
縮
小
し
、

次
第
に
肥
料
や
酒
・
荒
物
な
ど
の
小
売

業
に
移
行
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治

末
年
に
は
、
福
田
屋
・
江
戸
屋
は
回
漕

業
を
や
め
、
吉
野
屋
だ
け
が
大
正
末
年

ま
で
船
問
屋
と
し
て
営
業
を
続
け
ま
し
た
。

　
大
正
3（
１
９
１
４
）年
に
は
池
袋
―

川
越
間
を
結
ぶ
東
上
鉄
道（
現
東
武
東

上
線
）が
開
通
し
、明
治
43（
１
９
１
０
）

年
の
大
水
害
を
契
機
と
し
て
大
正
10

▲再現した帳場には、荷主との取引で必要だった帳場道具や番頭たち
が着ていた印半天を展示しています。

▲舟運の解説パネルとオカジを展示しています。

◀離れには精緻なつくり
の障子や透かし彫りと腰
板の近江八景の浮き彫り

▲明治４０年頃の福岡河岸の風景画

▲早船の運賃広告。帆には運行日を記載。一六は1、
6、11、16、21、26日。二七は２、７、１２、１７、
２２、２７日に運行するという意味。

（
１
９
２
１
）年
か
ら
新
河
岸
川
改
修
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

6（
１
９
３
１
）年
の
通
船
停
止
令
に

よ
っ
て
事
実
上
舟
運
の
時
代
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ

福
岡
河
岸
記
念
館
へ
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福岡河岸記念館
紹介動画（1分）

▲ふじみ野市
YouTube

開館時間　午前10時～午後4時30分
※10～4月は午後4時まで。

休館日　月曜日（祝日にあたるときも休館）
入館料　大人＝100円（20人以上の団体は
1人80円）小・中学生、高校生＝50円
※特別公開日は高校生以下無料。
※入館は閉館30分前まで。

上福岡歴史民俗資料館( 049・261・6065）

　

離
れ
は
、
明
治
期
の
木
造

3
階
建
て
と
し
て
は
、
住
居

と
し
て
現
存
す
る
県
内
唯
一

の
建
造
物
で
す
。

　
1
階
に
は
豪
華
な
ト
イ
レ
と
、
か
つ

て
は
浴
室
が
備
え
付
け
て
あ
り
、
接
客

の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
各

階
の
床
の
間
に
は
唐
三
銘
木（
黒
檀
・

紫
檀
・
タ
ガ
ヤ
サ
ン
）が
使
わ
れ
、
障

子
の
桟
も
、
欄
間
の
透
か
し
彫
り
も
各

階
で
一
見
同
じ
よ
う
に
見
え
な
が
ら

微
妙
に
細
工
を
変
え
て
あ
る
と
い
う

凝
っ
た
つ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
石
垣
は「
空か

ら
い
し
づ

石
積
み
」と
呼
ば

れ
る
工
法
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

モ
ル
タ
ル
と
い
っ
た
接
着
剤
を
使

わ
ず
、
石
を
隙
間
な
く
敷
き
詰

め
て
強
度
を
保
つ
と
い
う
、
い
に
し
え
の

高
度
な
技
術
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
約
5ｍ
の
石
垣
の
上
に
立
つ

3
階
建
て
の
離
れ
は
天
守
閣
の
よ

う
で
す
。

　
商
売
で
使
っ
た
大
福
帳
な
ど
の
帳
簿

類
を
保
管
し
て
い
た
文
庫
蔵
の
中
は
、

常
設
の
展
示
室
と
し
て
、
船
問
屋
の
な

り
わ
い
や
、
十
代
目
星
野
仙
蔵
関
連
の

使
用
品
、
剣
道
家
と
し
て
も
名
を
な
し

た
仙
蔵
と
剣
道
場「
明
信
館
」な
ど
の
関

係
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
福
岡
河
岸
記
念
館
周
辺
に
は
、

新
河
岸
川
の
船
着
場
や
、
茂
兵

衛
地
蔵
、
季
節
の
花
が
彩
る
遊

歩
道
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
徒
歩

20
分
程
離
れ
た
場
所
に
あ
る
上
福
岡
歴

史
民
俗
資
料
館
で
も
舟
運
の
常
設
展
示

を
行
っ
て
い
ま
す
。
散
策
し
て
お
気
に

入
り
ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ
け
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

福
岡
河
岸
記
念
館
特
別
公
開（
年
12
回
）

　

普
段
は
見
ら
れ
な
い「
離
れ
」の
2
階

と
3
階
を
特
別
公
開
し
ま
す
。
館
内
を

説
明
し
な
が
ら
案
内
す
る
ガ
イ
ド
を
希

望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
河
岸
祭

り（
8
月
23
日

㈯
）と
タ
イ
アッ

プ
す
る
日
は
、

午
後
8
時
ま
で

開
館
す
る
た
め
、「
離
れ
」か
ら
光
が
漏
れ

る
夜
の
河
岸
記
念
館
を
見
学
で
き
ま
す
。

特
別
公
開
日
程　
７
月
12
日
㈯
、
8
月

23
日
㈯
、
9
月
13
日
㈯
、
10
月
11
日

㈯
、
11
月
1
日
㈯
、
12
月
13
日
㈯
、

3
月
14
日
㈯
・
28
日
㈯

　
福
岡
河
岸
記
念
館
で
は
、
館

内
を
活
用
し
て
音
楽
や
落
語
、

機
織
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
趣
あ
る
建
物

で
の
イ
ベ
ン

ト
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

市
報
16
ペ
ー

ジ
で
機
織
り

の
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　

主
屋
の
正
面
入
口
は
、
片
引
き
の

格
子
戸
・
障
子
附
の
引
き
違
い
板
戸
・

揚
げ
戸
の
三
重
の
建
具
で
閉
ざ
し
、

商
家
の
厳
重
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
1
階
は
、
帳
場
と
金
庫
部
屋
の
他
、

そ
の
背
後
に
生
活
空
間
と
し
て
の
部
屋

を
も
う
け
、
居
住
空
間
と
し
て
使
っ
て

い
た
2
階
は
、
移
動
可
能
な
箱
階
段
で

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
2
階
に
は
男
部
屋
、
女
部
屋

と
呼
ば
れ
る
部
屋
が
あ
り
、
雇
用
人
の

住
生
活
を
解
明
す
る
貴
重
な
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▲離れと文庫蔵の間。壁と屋根
は建築物としても見どころ。

▲さまざまな形
の釘隠しの飾り

▼階段は驚きの
傾斜角６０度

▲飾り窓のガラスは、厚みが異なるため、景色が歪んで
見えます。現在では作成する職人がいない！？

▼縁側からは文庫蔵と中庭を眺めることができ、座りながら
ゆったりと見学するのもオススメ。

▲当時の流行を取り入れた緑と白の色ガラス窓

イベント

離 れ周 辺

石 垣

主 屋文庫蔵

配置図

▲主屋で子ども将棋教室

福岡河岸記念館

●福岡3・4・2
●�上福岡駅東口から西武バ
ス「南古谷駅」行きで「城
北埼玉中学・高等学校」下
車徒歩3分、ふじみん号A
コース「川崎」下車徒歩3分
●�専用駐車場普通車5台分

イオンタウン
ふじみ野

ふじみ野市役所

長宮氷川神社

城北埼玉中学・高等学校

福岡河岸記念館

上福岡歴史民俗資料館

川崎

新河岸川

アクセス

管
理
棟

文庫蔵 離れ

台所
  棟主屋

出入口

受付

石
垣

庭

中庭
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